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　　　　　　　　　　三　月　例會　素　見
　　　　　　　　　　　　宇　　野　　良　　雄
　三月十六日，午前中降って氣つかはれた室も午後にはすっかり晴れ上り，
例會開始の頃には豊平たる京大樂家憲館二階講演室には京者［1市内を初め遽く
大阪，、祠！戸よりの熱心な會員諸氏がぞくぞく詰めかけられ，司惑者たる禽の
高城氏や池田氏がニコニコしてゐられる，山本先生を初め花山の柴田，立葉
爾先生の御顔が拝見出來，叉此度倉敷天文憂より花山へ移られた荒木氏や副
倉長水野氏，改獲氏がおいでになる・
　會揚の甫窓際の細長い机の上には水野聖慮長の御出品になる日露臓役に心
する記念品二百敷十鮎が一面iこ並べられてみる・明治三十何年の消印ある美
人総葉書の慰問欺や，蛇が蛙を谷む絵でその頃の日露の國際勢力が表はして
ある圖，明治時代の硲石篇眞や露兵語の地名の入った1繭洲や奉天附近の地圃，
御下賜の扇子，從軍惣士の最近の葉書等々，來倉者に同顯の念と物珍らし氣
の「1をみはらさせてみる．
　○．火星の接近■山本一満博士　午後七時，池田氏開會を宣せられ1．［1本1卑ト
の榊講演にうつる．大型の書籍二滑を手に壇上に立たれた将士は先づ近頃の
火星の天球上の位置及びその運行を圖示され，光度，軌道を話され額入りの
大きな火星岡を示しつkその表面の説明をされる．火星軌道と地球軌道との
關係による地球火星聞の距離及び二年ニケ月の接近毎の地球火星聞の距離を
グラフで示される．績いて心地観測の御話にうつり，槻測に必要な望遠鏡の
口裡と倍率，火星の全面の観測には十五年闇を要する事，更に花山に於ける
十敷年前の日本の火星観測の開拓者故中村要望の槻測，火星表面の観測には
特殊な技巧を要し，むしろ理學より藝術に近い心理が必要である事を述べら
れ，天文東で働く人より往々かうした特殊な技能を持つたアマチュアの観測
が成功する事があると，諸外文の火星槻測家の寝藁を塞げてアマチュアの火
星三身の必要であり，成功するものもある事を語られる・取後に卓上に持出
された米國の故ロ1エルと佛國のアン1・　．アヂ氏の火星に關する原書の紹介
をせられ，聴講者に火星に封ずる知識と關心を與へ火星襯測への興味を深く
そNりつX御講演は終る．
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　0L大火球を尋ねて静岡縣下へ■柴田理學士　次で高城氏の紹介により柴田氏
がその長身を壇上に現はされる．黒板に掛けられた静岡縣の略圖にIEFJlI，清
水，島田等よりの親方向を弓矢で記し消滅鮎を赤丸で示した圃により駿河潜
の西部に一月二十五日夜出現した大火球の経路を説明され，次に實地調査に
行かれた時の面白い話を出される．大火球の調査に於て一：番最初に調べねば
ならぬ事はその火球が室中に於て消滅してしまったか，叉は二三として何廣
かへ落ちたかと言ふ事である．灘岡縣に行った時には三石落下の噂が高く，
その中にこんなのがあった．二三がある街道に掛けら］、　Z・た橋に落下し，その
橋を潰し尚勢が止まらす川床激人の底へもぐり込み附近は見物人で一ぱいで
あるとの噂，叉三石がある村の豪農の持田に落下してその百姓はそれを刺哩
なものとして三石の落下した田の嗣國に〆縄を張り誌上家が來る三二入をも
近づけないと青年團に張番させてるるとの噂，しかし調べてみると全然根嫁
のないことで他の報告から火球は晶出で’li5h滅した事が解り，先の噂が本當に
デマであった事になるとゼスチュア1を加へて心高そうに話され，本丸らし
い．fマに途釣込まれる．火球の大きさ1こ就ての報告が小はバケツ位から大は
四キ三位までがあり，出現熱肯滅瓢の全報告百激十の内に星座を示されたも
のが一つも無かった事，唯一つ出現黙の揚所がLオリオンの三つ星の左下＋
聞の黒ボとV・ふのがあったと話され，角度と星座の知i識を充分に持つ來二者を
笑はしめらオしる．亦消滅鮎の明磁iて’ない今度の様な火球にとって親測地とそ
の地に於て火球が1肯滅してから音が聞える迄の時間が除稚重大である事を述
べられ，念入りに調査せられたが田舎の人で五分と十秒との三川もつかない
事，掛川で堤防を歩いてみた時火球が出現したので立止ってぢつと1宵滅する
迄見てみて，火球が消えて歩き出し並木を過ぎ橋を渡って電柱迄行った時1こ
火球の音を聞いたといふ氣の張い女の人，亦農家で家の外で植木鉢に手を掛
けてみた時に火球が出現し滑滅を見定めて家に入り室に上って箪笥の上の置
時計のネヂを掛け終った時に火球の音を聞いたといふ百姓さん，之等にその
時の通り島地にもう一度歩いてもらひタイムを計られたお話等々，御調査の
御寿心と興味を話され，今後火球齪測の際a5注意ともなり，面白く御講演は
終る．いつれ詳しい御研究の結果は「天界」に御獲表になる事であらう，
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　0L日露戦役實話談と天交L（記念品陳列）一　水野副馬長　最後に副脅長水野氏
は講演に先だつて衛1鴇の日露戦役記念il”1’1に就て…つ一つ説明をされる，L夢
記「と表紙に書かれたノ1トがあり，不審を抱いてみた虚，戦揚で毎夜見ら
れた夢の記録であったり，戦場で幾何や代数の勉強をやられたノ1トがあっ
たりして並んで1溌明を聞く者の闇に笑馨が回る，次に壇上に立たれ從軍中の
思出話を初められる．内にも満洲の寒さや從軍中の起床就床の時刻を記録さ
れ睡眠時聞が亀卜口慰に三十数時臣｝1しか無かった等科學者の精密振りを獲揮さ
れる．話される内に三十年の昔に麟られて時の維過するのも忘れたかの様に
次から次へと熱田湛しり，叉その頃の戦孚の事や参謀部の知識を與へられた．
　かくて二十二時三十分野魯者に多大の満足を輿へて大盛脅裡に三月例會は
閉山された。會揚より外に出れば東南の室に火星が赤い色を見せてシ1ズン
の11｛者此虞にありと輝いてみた．　　　　　　　　　　（三刀二十一　il）
　　　　　　　　　　攣光星課密議
　近來急速な獲展を示して來た三徳は，その使命を一層数果的にする爲め三
月二十三日夜京大樂友會館にて第一岡の會合を行った．滲集は山本會長，小
山課長，今津，高井，佃，鈴木，非澤，西村，木邊の課員合計九二であった・
　19時，小山課長の司會に始まり，先づ課員出席者について簡軍に紹介，次
いで出席者の簡軍な自己紹介と今後の希望を述べ，山本會長のL歴史的に見
た日本に於ける攣光星槻測「及し今後の方針に封ずる意見「を1進べられ，い
よいよ本回議に入り，今後の観測方針，親測者の増加案，及その方法，槻弓
用星圃，報告，焚表の仕方，漏斗，観測者相互聞に於ける報知等に付き約二
時聞御茶も飲まぬ熱心さであった．2コ時掌一通り終って冷えた紅茶に砂糖を
投げ込み，紀念の窺翼を撮影，共後は各自の予柄話し，失敗話し，ビックリ
話し等和らいだ氣分の内に23時に散會しき・主な決定事項は
　1．　この様な倉合を年7・，一fLl位開く事．
　2，天界に素人の興味を引く攣光星の乱政を掲目して大いに親測点をアフ
　　ル様にする事．
5．今周の新星に特殊の色硝子を二三併用して観測して見る二等であった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
